日本プロセス化学会2025サマーシンポジウム

講演要旨　原稿作成要領

下記の注意事項にそって、正しく作成してください。

次ページの書式見本がそのままフォーマットになります。これを厳密に踏襲する必要はありませんが、色文字（テキストボックス及び矢印などの図形）を消去し、重ね書きしていただくと作成が容易です。

なお、グラフィカルアブストラクトも作成していただきます。別のファイルをご確認ください。

◆原稿サイズは、A4判2ページのモノクロで作成してください。
◆和文で作成の場合、英文でタイトルおよび100語程度のアブストラクトを添えてください。
◆上35mm、下25mm、左右それぞれ20mmのマージンをとってください。
◆和文、英文ともに講演演題、所属機関、氏名はそれぞれセンタリングにてお書きください。
◆演者にはマーク（和文…氏名の前に○印、英文…氏名の後に * 印）をつけてください。
◆どのようなスタイル、字体でも結構ですが、文字や図は鮮明な黒字、黒線を用いてください。

◆フォント、行間等は厳密に指定はしませんが、作成見本を参考にしてください。

　　＜作成見本＞　和文：MS明朝　　　　　　タイトル：太字14ポイント、本文11ポイント

　　　　　　　　　英文：Times New Roman　　title：太字12ポイント、text 11ポイント
◆Wordで作成後、PDFファイルに変換してください。文字化け防止のためPDFファイルは必ず
　フォントを埋め込んでください。
【提出】

◆講演要旨PDFのファイル名は、「発表申込」時に発行される「ID」＋要旨（例：070要旨.pdf）としてホームページ上よりアップロードしてください。
◆アップロードの際、「発表申込」時に発行される「ID」と「パスワード」が必要となります。
◆提出期間中は原稿の修正・変更が可能です。提出締め切り後は一切の修正・変更は受付ませんので

　ご注意ください。 修正・変更の際はIDとパスワードを入力して再度アップロード（自動上書保存）

　してください｡
【提出締切】　2025年6月6日（金）16：00
【お問い合わせ先】
日本プロセス化学会2025サマーシンポジウム デスク
(株)化学工業日報社 企画部内　〒103-8485　東京都中央区日本橋浜町3-16-8
TEL：03-3663-7936　FAX：03-3663-7861　 E-mail：sympo@chemicaldaily.co.jp
固定化メチオニン試薬を用いたCorey-Kim酸化反応







・・・・　一行あき
船堀製薬（株）生産技術研究所製薬研究部

○化学太郎,東京次郎,江戸川三郎






・・・・　一行あき
Corey-Kim Oxidation by Using Immobilized Methionine Reagents






・・・・　一行あき
Taro Kagaku*, Jiro Tokyo, Saburo Edogawa
Manufacturing Technology Research Laboratories, Chemical Development Dept., Funabori & Co., Ltd.

2-6, Uehommachi 8-chome, Tennoji-ku, Osaka, 543-0001, Japan

taro.kagaku@funabori.co.jp






・・・・　一行あき
Corey-Kim oxidation by using immobilized methionine reagents is promising methodology at the point of process chemical view.  Because it does not require any metal reagents, harsh conditions and complicated procedure of separation.  Moreover, it is odorless and could be easily prepared from inexpensive materials.

In this method, various alcohols such as primary, secondary, benzyl and allyl alcohols can be oxidized to corresponding carbonyl compounds exclusively and any by-products such as chlorinated compounds or carboxylic acids are not observed. 

一文字スペース




・・・・　一行あき
□アルコールからカルボニル化合物への酸化反応は数多く報告されているが、有害物質、金属を使用した反応や廃棄物の多い反応等、プロセス化学的な観点からは実用面で問題がある場合が多い。これらを克服する例として、超原子価ヨウ素試薬1) やスルフィンイミドイルクロライド2)などの酸化試薬を固定化した反応などが報告されている。これに対し我々は更に入手・調製が容易な固定化酸化試薬として、天然アミノ酸であるメチオニンを利用したCorey-Kim酸化反応を開発し、様々なアルコール類で酸化反応が効率良く進行することを見出したので報告する。

　Corey-Kim酸化反応はメチルスルフィド（MeS)体を塩素またはNCSで活性化して酸化試薬を調製し、アルコールを酸化させる反応である。
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MeS体を使用するため臭気対策が必要であるものの、類似したSwern酸化は(COCl)2やTFAAを用いることから有害性が強く、一酸化炭素の副生等安全面から大量合成は困難であることと比較するとスケールアップへの適用はより可能性がある。従ってMeS体を固定化して臭気の問題を克服出来れば、基質との分離精製も容易になりプロセス化学的に有用な方法となることが期待される。これまでにチオアニソールを固定化した例が報告されているが3)、・・・・・・・

日本語タイトル：


MS明朝


太字14ポイント





演者名に印を明記


和文に○、英文に＊





英文タイトル：


Times New Roman


太字12ポイント





英文アブストラクト：100words程度で、11ポイント





11ポイント








作成見本





本文：


MS明朝


11ポイント
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